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In this study we examined the development of symbolic function and play in a child diagnosed 
with Autism Spectrum Disorder (ASD), focusing on the developmental process from pretend play 
to sociodramatic play in late childhood.  Based on a longitudinal observation of an ASD child from 
the age of 4 years and 11 months to 6 years and 8 months, an analysis was made on the forms 
of play observed, and the tendency for play to appear. The results were as follows: (1) The child 
with ASD showed the same developmental process, from pretend play to sociodramatic play, 
as that seen in typically developing children; (2) it was suggested that, in the process in which 
pretend play developed into sociodramatic play, the child with ASD increased his/her activities 
to mention the framework of play and how it unfolds; (3) it was revealed that the child with ASD 
showed relatively more self-initiated types of play than partner-initiative types of play; and (4) it 
also became clear that, even after sociodramatic play appeared, the child with ASD continued to 
mention the framework of play and how it unfolds, an activity that a typically developing child 
rarely shows.  As seen in this study, we were able to examine the dynamics of the development 
process from pretend play to sociodramatic play.  There is a need, however, to further study the 
characteristics of symbolic play, which children with ASD reportedly have difficulty with.



































生後 1 歳半から 2 歳頃に表象機能が獲得され，
それにより子どもの遊びは創造的になるとされ






































































Cohen, Howlin, & Hill, 1996），象徴遊びがみられ
たとしても自分の経験している世界と区別された
別の世界を体現することが難しいとされている




































本研究では，3 歳 5 ヵ月時に自閉症スペクト
ラムと診断された幼児 1 名を対象とした。対象
児 A は，1 歳 6 ヵ月時に A 大学 B センターに来
所し，20XX 年 7 月から 20XX ＋ 5 年 7 月（1 歳
8 ヵ月から 6 歳 8 ヵ月まで）の 5 年間プレイセ
ラピーを受けた。本研究では 4 歳 11 ヵ月から 6
歳 8 ヵ月までの 1 年 9 ヵ月間を分析対象とした。
A 児の発達段階については，新版 K 式発達検査
2001 と追加の検査項目を実施した結果，1 歳 6 ヵ
月時点で全体として 1 歳過ぎの発達にあると診




歳 7 ヵ月時に初語，2 歳 11 ヵ月時に 2 語文が出
現しはじめた。3 歳 1 ヵ月時には 1 歳半頃の発
達にあり，4 歳 1 ヵ月時点で 2 歳過ぎの発達に





プレイセラピーは週 1 回を原則とし 1 回につ
き 1 時間半実施された。プレイセラピーは子ど
も担当のセラピスト 2 名と親担当 1 名により実
施された。分析期間中に関わったセラピストは












20XX 年 9 月から 20XX ＋ 2 年 7 月まで（4 歳




























A 児の 4 歳 11 ヵ月から 6 歳 8 ヵ月までの遊び
を分析した結果，①見立て遊び，②ごっこ遊び，
③役割遊びの 3 つの遊びに区分できた。さらに，
見立て遊びは 2 つ，ごっこ遊びは 3 つ，役割遊






























































































































































































































































































































































エピソード 5：電車ごっこ②（6 歳 1 ヵ月）
セラピストと電車 2 台でレースをした後，電車ごっこ
が展開する。
Ａ： 「コノ デンシャハ カイソク デンシャデス」と
言う。
Ⓚ：「何行き？ U（駅名）行き？」とたずねる。
Ａ： 「コノ デンシャハ U（駅名）イキ デンシャデ
ス コノ デンシャハ コノ デンシャハ トッキュ
ウ S（駅名）イキ デス」と言う。
≪中略≫
Ａ： 「ジャア タダイマ ドア シマリマス コノ デン





















Ａ： 「ソウジャナクテ ミギガワノ ドアガ アイテマ
ス エットネ コッチカラ ノッテ コッチカラ デ























































































混じる。明示性のレベルは A であり，「A チャ
ンネ　カイジュウ」と自分の役割について明示
的に言及している。自分の役割についての明示




エピソード 7：店員を演じる①（6 歳 5 ヵ月）
ハンバーガー屋の玩具セットを取り出し，道具を出し
て遊びはじめる。













Ａ： 「エットネ …ヲ モッテ エットネ シバラク オマ
チクダサイネ ジュウロク エットネ ニバンデ 
オコシクダサイ」Ⓚに番号札を渡すフリをする。







Ⓚ：「2 番です。私は 2 番です」と言う。
Ａ：Ⓚにトレイを渡す。
Ⓚ：「ありがとうございます」と言う。













なっている。フレームレベルは C から A へと変
化し，明示性のレベルも C から B へと変化して
いる。









Ａ： メニューを見て「M バーガー デスネ」と答える。
Ⓣ： 「M バーガー 1 つとポテトを 1 つとオレンジ
ジュース 1 つください」と注文する。



















同じ買い物をテーマとした 6 歳 5 ヵ月時のエ
ピソード 7 とその 1 ヵ月後の 6 歳 6 ヵ月時のエ































Ａ： ボールを持ってⓀに近付き「コレハ アツイ ヤ


































4 歳 11 ヵ月から 6 歳 8 ヵ月までの遊びの出現
傾向を図 1 に示す。








が 4 歳 11 ヵ月から 5 歳 8 ヵ月頃の期間に出現し
ており，両者は同時期に出現する傾向がみられ
た。一方，状況設定による遊びは 5 歳 3 ヵ月以






















素材で食べ物を作る ● ● ●
積木で家を作る ●
相手











医者ごっこ ● ● ●





TV やゲームの再現 ● ● ● ●
お化け屋敷ごっこ ●
電車・バスごっこ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
飛行機ごっこ ● ● ● ●
魚釣りごっこ ● ●
モグラ叩きごっこ ● ● ● ●
電車レースごっこ ● ● ● ● ● ●
隕石ごっこ ● ●
砂場で落とし穴、宝探し ● ●






買い物ごっこ（店員） ● ● ● ● ● ● ●
TV やゲームの再現 ● ●
ウルトラマンごっこ ● ● ● ●
怪獣ごっこ ● ● ● ●
医者ごっこ ● ● ●
その他の戦いごっこ ● ● ● ● ●
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